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古
川
祭
史
編
集
委
員
会
の
経
緯 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
好 

清
超 

 

は
じ
め
に 

 

飛
騨
市
で
は
、
古
川
祭
が
二
〇
一
六
年
度
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
こ
と
を
契
機
に
二
〇
一
七
年
度
よ
り
古
川
祭
の
変
遷
を
調
査
し
、
記
録
に
残
す

作
業
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
転
換
期
は
二
〇
二
一
年
で
あ
る
。
当
該
年
度
よ
り
打
ち

合
わ
せ
会
議
、
次
年
度
よ
り
古
川
祭
史
編
集
委
員
会
を
月
一
回
程
度
実
施
し
、
各
台

組
等
の
協
力
員
を
通
じ
て
借
用
し
た
史
資
料
の
調
査
を
確
実
に
進
め
、
そ
の
蓄
積
を

各
台
組
へ
の
資
料
調
査
報
告
会
や
市
民
講
演
会
で
公
開
し
て
き
た
。
本
事
業
の
主
体

は
飛
騨
市
教
育
委
員
会
事
務
局
で
あ
り
、
調
査
主
体
は
古
川
祭
史
編
集
委
員
会
（
以

下
、
委
員
会
と
い
う
。）
で
あ
る
（
資
料
一
）。 

本
稿
で
は
、
現
在
の
方
向
性
に
定
ま
っ
た
二
〇
二
一
年
か
ら
二
〇
二
三
年
一
二
月

ま
で
の
事
業
と
検
討
事
項
の
経
緯
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。 

 

一
．
事
業
に
至
る
経
緯 

 

古
川
祭
の
起
し
太
鼓
・
屋
台
行
事
は
、
飛
騨
市
古
川
町
に
所
在
す
る
気
多
若
宮
神

社
の
祭
礼
に
関
わ
る
行
事
で
あ
る
。
毎
年
四
月
一
九
・
二
〇
日
に
執
行
さ
れ
る
。
一

九
七
一
年
九
月
、「
古
川
祭
」
と
し
て
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民

俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
、
一
九
八
〇
年
一
月
二
八
日
に
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
。
保
護
団
体
は
、
古
川
祭
保
存
会
で
あ
る
。 

文
化
財
と
し
て
の
特
徴
は
、
一
九
・
二
〇
日
の
両
日
に
わ
た
り
神
輿
の
渡
御
に
合

わ
せ
て
一
二
台
組
の
氏
子
が
行
列
し
、
九
台
の
屋
台
が
曳
き
そ
ろ
え
ら
れ
る
「
屋
台

行
事
」、
ま
た
一
九
日
の
夜
間
に
太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
町
内
を
練
り
歩
く
「
起
し
太

鼓
」
で
あ
る
。
江
戸
時
代
後
期
に
発
達
し
た
祭
屋
台
の
形
態
を
よ
く
備
え
、
こ
の
種

の
祭
礼
行
事
の
代
表
的
な
事
例
の
一
つ
と
し
て
、
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
保
護
の
経
緯
を
持
ち
、
町
内
の
氏
子
等
に
お
い
て
は
、
今
も
昔
も
変

わ
ら
ず
一
年
の
中
心
に
お
か
れ
る
行
事
で
あ
る
。
こ
の
祭
礼
行
事
が
二
〇
一
六
年
に

は
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
の
一
つ
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
代
表
一
覧
表

に
記
載
さ
れ
た
。
飛
騨
市
で
は
こ
の
動
き
に
連
動
し
、
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
の

現
在
ま
で
の
変
遷
を
記
録
し
た
「
古
川
祭
史
」
の
編
纂
を
行
う
方
針
が
固
ま
り
、
事

務
局
を
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
振
興
課
と
し
た
。
そ
の
後
、
担
当
職
員
に
中
齋
洋

平
と
田
端
徳
弘
（
二
〇
二
二
年
度
～
）
を
採
用
し
た
。
ま
た
、
二
〇
二
〇
年
の
『
飛

騨
市
総
合
政
策
指
針
』
で
は
「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
さ
れ
た
古
川
祭
の
史

実
調
査
・
研
究
を
推
進
」
す
る
と
し
た 

（https://www.city.hida.gifu.jp/uploaded/attachment/9857.pdf

）。 

 

二
．
事
業
の
経
過 

（
一
）
古
川
祭
研
究
事
業
に
か
か
る
打
ち
合
わ
せ
会
議 

二
〇
二
一
年
三
月
よ
り
二
〇
二
二
年
三
月
ま
で
、
委
員
会
の
候
補
メ
ン
バ
ー
に
出

席
い
た
だ
き
九
回
の
打
ち
合
わ
せ
会
議
を
行
っ
た
。 

 

第
一
回
（
三
月
一
五
日
） 

二
〇
一
七
年
に
古
川
祭
研
究
事
業
に
つ
い
て
打
合
せ

を
行
っ
て
か
ら
現
在
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
説
明
し
、『（
仮
称
）
古
川
祭
史
』
の
刊

行
に
向
け
、
委
員
会
を
設
立
し
て
進
め
た
い
と
説
明
し
た
。
出
席
者
か
ら
は
、
こ
れ

ま
で
の
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
改
め
る
よ
う
意
見
が
あ
り
、
舵
取
り
役
を
担
う
人

物
を
委
員
長
と
し
て
決
定
す
べ
き
と
意
見
が
あ
っ
た
。 

 
 

第
二
回
（
四
月
七
日
） 

古
川
祭
史
の
編
集
方
針
に
つ
い
て
審
議
し
た
（
資 

料
二
）。
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
福
井
重
治
氏
・
本
永
義
博
氏
に
事
前
に
相
談 
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資料 1 古川祭史研究事業の体制 
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『古川祭史』の概要 

 

事業年度：2021準備、2022～23調査、2024執筆・刊行 

 

●『古川祭史』発刊の目的 

 江戸時代にほぼ現在の形が出来上がり、今日まで続けられている古川祭。古川の方々の生活変化に合

わせ、徐々に形態を変容させながら守り伝えられてきた。また、全国的には「（前略）江戸時代後期に発

達した祭屋台の形態をよく備えており、（中略）この種の祭礼行事の代表的な事例の一つ（後略）」とい

う価値も有し、国重要無形民俗文化財に指定され、ユネスコ無形文化遺産を構成する祭りの一つと評価

されている。 

以上のような背景を踏まえ、具体的な史資料を明示しながら、今日の形態に至った由来と内容を適切

に把握できる記録を作成する。それにより、現在の市民と情報を共有することに加え、未来の市民とも

内容を共有することができる。 

大きな目的としては、 

１）大野政雄氏の文献を補強していくイメージで進め、記録を共有。 

２）各台組、町内（個人）、神社などで保存管理されている史料の把握。 

３）古川祭の現状に至る変遷を把握する。 

●調査の方針と体制（案） 

①古川祭の研究史の整理→明らかになっていること、積み残しの把握。 

②歴史的証言（聞き取り調査）及び屋台蔵所蔵史料の把握調査。 

現在の祭の動きを認識して、平成元年以降の変遷を把握。 

その過程で、台組に協力体制を求め、事業趣旨を周知し、浸透させたい。 

  →図 1調査体制のとおり。今年度のうちに事業周知を目指す。 

③気多若宮神社の歴史 

④近世・近代・現代の古川祭についての史資料の整理 

→平成元年と比較する形で令和５年の姿を記録する。平成元年以降の変化を知る。 

⑤起し太鼓行事の変遷 

⑥屋台行事の変遷  

⑦祭礼行事の記録 

→これまで神輿など祭礼行事全体に関する記録が抜けている。 

40ヶ所で祝詞をあげるのは他の同規模の祭礼では見られない。 

   金森時代から領主の厚い庇護を受けている。棟札や絵馬も調査対象とする。 

⑧史料の把握 

●資料集の作成 

神社や各台組等で収蔵されてきた史料一覧表を作成し、写真撮影を行う。 

収集した史料を基にした史料の分類。 

古写真の収集。 

 →『平成元年の古川祭』で撮影した写真。飛騨市役所の広報担当が所蔵する写真。『懐かしの古川』で

収集した写真。新たに写真を撮影する。市中文書の所在を出来る限り確認したい。 

●執筆要項（細かいところの考え方を今後委員会で相談） 

章、節、項の順で。 

版の大きさ→Ａ４で良い？ 

 横組みで良い？ 資料集は縦書きで良い？ 

 現代仮名遣いによる口語体、常用漢字の使用（固有名詞はこの限りではない） 

句読点「、」「。」 

算用数字の使用 

資料 2 『（仮称）古川祭史』の概要と編集方針 
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し
て
会
議
に
諮
る
ス
タ
イ
ル
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

第
三
回
（
八
月
一
八
日
） 

市
長
よ
り
改
め
て
方
針
の
説
明
を
行
っ
た
。
そ
こ
で

は
「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
（
を
契
機
と
し
て
）（
中
略
）
研
究
事
業
を
し

っ
か
り
や
り
た
い
。
そ
れ
か
ら
古
川
祭
を
世
の
中
の
皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
」
事
業
の

一
環
と
し
て
、
飛
騨
古
川
ま
つ
り
会
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
街
中
の
電
線
地
中
化
と

合
わ
せ
た
三
本
柱
の
一
つ
と
し
て
古
川
祭
史
研
究
事
業
を
位
置
付
け
て
い
る
旨
を

述
べ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
具
体
的
に
は
、
古
川
祭
を
変
化
の
歴
史
と
捉
え
、「
過
去
の

変
化
を
き
ち
ん
と
歴
史
と
し
て
資
料
と
し
て
ま
と
め
上
げ
る
」
こ
と
を
行
い
た
い
と

述
べ
ら
れ
た
。
出
席
者
全
員
、
事
業
の
趣
旨
に
つ
い
て
賛
同
を
得
た
。
ま
た
、
体
制

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
福
井
氏
・
本
永
氏
に
陣
頭
指
揮
を
依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

第
四
回
（
九
月
一
〇
日
） 

今
回
の
会
議
よ
り
、
審
議
は
福
井
氏
に
よ
り
進
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
会
議
で
は
調
査
の
方
針
と
内
容
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
台
組

所
蔵
資
料
以
外
に
個
人
所
有
の
資
料
に
つ
い
て
も
調
査
で
き
る
よ
う
、
広
く
協
力
が

得
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
が
求
め
ら
れ
た
。
ま
た
、『
平
成
元
年
の
古
川
祭
』
で
使
用

し
た
写
真
な
ど
も
所
在
を
確
認
す
る
よ
う
意
見
が
あ
っ
た
。 

 

第
五
回
（
一
〇
月
一
五
日
） 

前
回
に
引
き
続
き
調
査
の
方
針
と
体
制
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
た
。
ま
た
、
各
台
組
に
資
料
調
査
を
行
う
た
め
に
、
総
代
と
区
長
へ
の
説

明
会
を
実
施
す
る
こ
と
、
ま
た
借
用
資
料
に
つ
い
て
は
全
て
写
真
撮
影
を
行
い
、
一

覧
表
を
作
成
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。 

 

第
六
回
（
一
一
月
一
五
日
） 

資
料
調
査
協
力
依
頼
は
一
月
に
行
う
こ
と
と
す
る
。

各
台
組
に
は
協
力
員
の
他
に
写
真
係
を
求
め
る
こ
と
、
撮
影
計
画
を
た
て
る
こ
と
と

な
っ
た
。 

 

第
七
回
（
一
二
月
二
〇
日
） 

総
代
や
区
長
へ
の
説
明
会
を
一
月
二
四
日
に
行
う

こ
と
と
な
っ
た
。
写
真
撮
影
は
、
台
組
・
神
社
へ
依
頼
し
、
区
長
に
は
資
料
調
査
の

協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

第
八
回
（
二
月
一
八
日
） 

古
川
祭
史
作
成
に
か
か
る
説
明
会
の
結
果
を
報
告
し

た
。
新
年
度
か
ら
本
格
的
に
委
員
会
と
し
て
活
動
す
る
に
あ
た
り
、
設
置
要
綱
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
た
。 

 

第
九
回
（
三
月
二
二
日
） 

古
川
祭
史
編
集
委
員
会
設
置
要
綱
の
確
認
を
行
っ
た
。

現
状
で
は
委
員
会
は
六
人
構
成
で
あ
る
が
、
今
後
増
員
に
つ
い
て
検
討
で
き
る
よ
う
、

そ
の
都
度
依
頼
し
て
い
く
よ
う
に
す
る
。
福
井
氏
よ
り
、
書
籍
の
内
容
・
構
成
等
に

つ
い
て
案
が
示
さ
れ
た
。 

 

（
二
）
古
川
祭
史
編
集
委
員
会 

 

正
式
に
古
川
祭
史
編
集
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
（
資
料
三
・
四
）。
以
降
、
二
〇 

二
三
年
一
二
月
ま
で
に
第
一
八
回
の
委
員
会
を
開
催
し
て
い
る
。 

・
二
〇
二
二
年
度 

第
一
回
（
五
月
十
一
日
） 

委
嘱
状
の
交
付
。
委
員
長
に
福
井
氏
、
副
委
員
長
に

本
永
氏
を
選
出
し
た
。
デ
ー
タ
の
保
存
に
つ
い
て
、
通
常
作
業
用
に
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス

ク
と
長
期
保
存
用
に
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
へ
の
保
存
を
事
務
局
案
で
提
案
し
、
今

後
も
検
討
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
な
が
ら
今
の
体
制
で
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
（
資

料
五
）。
ま
た
、
祭
史
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
、
各
委
員
が
所
属
す
る
台
組
に
関
す
る

資
料
を
作
成
し
、
次
回
に
全
体
を
統
一
す
る
議
論
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
、

各
台
組
か
ら
協
力
員
を
選
出
し
て
も
ら
い
、
調
査
写
真
の
撮
影
等
の
協
力
を
依
頼
す

る
こ
と
と
し
、
五
月
三
〇
日
に
協
力
員
説
明
会
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 
第
二
回
（
六
月
二
十
八
日
） 

三
年
か
け
て
通
史
、
別
立
て
で
令
和
五
年
の
古
川

祭
、
資
料
編
を
作
成
と
い
う
方
針
を
確
認
。
撮
影
対
象
を
、『
平
成
元
年
の
古
川
祭
』

に
掲
載
し
て
い
な
い
片
付
け
の
事
務
や
夜
祭
、
付
け
太
鼓
縛
り
等
も
入
れ
る
こ
と
と

し
、
撮
影
計
画
を
確
認
し
た
。 
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飛驒市古川祭史編集委員会設置要綱 
 

 

（設置） 

第１条 古川祭の一連の祭事や歴史、由来を調査研究し、古川祭史を執筆、刊行するため、飛

驒市古川祭史編集委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、古川祭に関する次に掲げる事務を所掌する。 

⑴ 古川祭の現状の調査、研究 

⑵ 古川町内に残る古文書等の調査 

⑶ 古川祭史の執筆、刊行 

⑷ 前各号に定めるもののほか、古川祭の調査研究に必要となる事項 

（組織） 

第３条 委員会は、委員 10人以内で組織し、市長が委嘱する。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、３年とする。 

２ 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長、副委員長を置く。 

２ 委員長は、委員の互選により定める。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総括する。 

４ 副委員長は、委員の中から委員長が指名するものとする。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、その

職務を代理する。 

（会議） 

第６条 会議は、委員長が招集する。 

２ 会議は、委員の過半数の出席がなければ開くことができない。ただし、委員長が特に認め

る場合は、この限りでない。 

（謝礼等） 

第７条 委員の謝礼及び費用弁償は、飛驒市意見聴取等のための各種委員会等委員の謝礼及

び費用弁償の支給に関する基準（令和２年飛驒市訓令第 20号）の定めるところによる。 

（事務局） 

第８条 委員会の事務局は、教育委員会事務局文化振興課に置く。 

（補則） 

第９条 この告示に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長 

が別に定める。 

附 則 

この告示は、令和４年４月１日から施行する。 

資料 3 飛騨市古川祭史編集委員会設置要綱 
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駒 侑記扶    飛騨市古川町   市内有識者 

直井 隆次    飛騨市古川町   市内有識者 

福井 重治    高山市      有識者       委員長 

茂住 修史    飛騨市古川町   市内有識者 

本永 義博    飛騨市古川町   有識者       副委員長 

森下 純雄    飛騨市古川町   市内有識者 

資料 4 飛騨市古川祭史編集委員会名簿 

古川祭史事業に関する調査データの保存について 

 

①通常業務のデータ保存 

普段の業務は、歴史文化調査室のハードディスクに保存していく。 

このハードディスクへの保存は一時利用という考え方。 

（想定されるデータ） 

 ・史料写真データ 

 ・古写真スキャンデータ等 

※資料写真の撮影は、文字だけでなく上野端まで移るように意識する。 

②データの複製 

 ハードディスク内のデータで、資料写真等の画像データは整理された段階で複製を作成。 

 画像データを整理した段階で、長期大量データ保存が可能な M-DISCへ。 

M-DISCへの複製も、正副２枚を作成。この作業は教育委員会事務局で行う。 

１枚は歴史文化調査室、もう１枚は教育委員会事務局で保管。 

この段階で、資料写真等の画像データは、歴史文化調査室のハードディスク、歴史文化調 

査室の M-DISC、教育委員会事務局の M-DISCの３つに複製がある状態。 

③データの利用と保存 

歴史文化調査室の業務で資料写真等の画像データを使用する場合は、ハードディスクのデ 

ータを使用する。 

M-DISCは通常の PCで読み込み可能。委員の皆さんでデータ確認が必要な場合など、歴史 

文化調査室の M-DISCそのものをやり取りする。 

教育委員会事務局の M-DISCは、保存用とする。 

資料 5 古川祭史編集事業におけるデータ保存について 
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第
三
回
（
八
月
三
日
） 

各
台
組
の
協
力
員
へ
の
依
頼
内
容
の
確
認
。
本
の
構
成

を
説
明
し
な
が
ら
撮
影
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
す
る
こ
と
と
す
る
。
今
後
、
資
料
を
借
用

し
た
台
組
へ
の
説
明
会
と
、
市
民
を
対
象
と
し
た
調
査
報
告
会
、
協
力
員
へ
の
説
明

会
開
催
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

 

第
四
回
（
九
月
六
日
） 

借
用
資
料
の
返
却
の
際
に
台
組
へ
報
告
会
を
行
う
。
報

告
会
で
は
事
務
局
よ
り
借
用
資
料
の
点
数
等
の
事
実
報
告
、
委
員
長
・
副
委
員
長
か

ら
資
料
か
ら
判
明
し
た
こ
と
の
報
告
、
最
後
に
最
も
大
切
な
こ
と
と
し
て
意
見
交
流

を
実
施
し
、
実
態
を
聞
く
こ
と
と
し
た
。
時
期
は
、
す
で
に
借
用
し
て
い
る
金
亀
台

は
十
月
、
龍
笛
台
は
十
一
月
に
開
催
し
、
あ
と
は
二
ヶ
月
に
一
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で

行
う
こ
と
と
決
定
し
た
。
ま
た
、
市
民
向
け
の
講
演
会
は
一
月
に
開
催
し
、
半
年
に

一
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
成
果
を
公
表
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。 

 

第
五
回
（
一
〇
月
三
日
） 

龍
笛
台
組
へ
の
調
査
報
告
会
の
内
容
を
審
議
。
各
台

組
へ
降
雪
前
に
連
絡
を
取
り
、
資
料
借
用
の
段
取
り
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
気
多
若

宮
神
社
の
文
書
を
大
量
に
借
用
し
、
時
間
を
要
す
る
こ
と
を
報
告
し
た
。 

 

第
六
回
（
一
一
月
四
日
） 

一
〇
月
一
三
日
に
実
施
し
た
金
亀
台
組
報
告
会
の
振

り
返
り
を
行
い
、
龍
笛
台
組
報
告
会
の
報
告
内
容
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
協
力
員
説

明
会
を
一
二
月
に
行
う
こ
と
と
し
、
協
力
員
に
よ
る
撮
影
写
真
の
著
作
権
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
に
譲
渡
し
て
も
ら
う
方
向
で
調
整
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 

第
七
回
（
一
二
月
一
日
） 

一
一
月
七
日
に
実
施
し
た
龍
笛
台
組
の
報
告
会
の
振

り
返
り
を
行
っ
た
。
協
力
員
説
明
会
の
報
告
内
容
に
つ
い
て
、
協
力
員
撮
影
の
写
真

を
「
令
和
五
年
の
古
川
祭
」
と
「
古
川
祭
史
」
に
使
用
す
る
こ
と
、
著
作
権
譲
渡
書

の
内
容
を
審
議
し
た
。
ま
た
、
市
民
講
演
会
を
一
月
中
旬
か
二
月
上
旬
に
古
川
町
公

民
館
か
飛
騨
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
事
務
局
か
ら
の
状

況
報
告
と
し
て
、
市
中
文
書
と
二
三
区
有
文
書
の
調
査
状
況
を
報
告
し
た
。 

 

第
八
回
（
一
月
一
一
日
） 

一
二
月
一
三
日
に
実
施
し
た
協
力
員
説
明
会
の
振
り

返
り
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
各
台
組
へ
の
協
力
に
つ
い
て
前
向
き
に
受
け
取
っ
て

い
た
だ
い
た
が
、
起
し
太
鼓
主
事
と
し
て
も
依
頼
す
る
必
要
が
語
ら
れ
、
玄
武
組
宛

に
も
改
め
て
依
頼
す
る
こ
と
と
し
た
。
事
務
局
か
ら
の
状
況
報
告
と
し
て
、
麒
麟
台

組
文
書
の
調
査
状
況
を
報
告
し
た
。 

 

第
九
回
（
二
月
一
〇
日
） 

二
月
一
日
に
実
施
し
た
市
民
報
告
会
の
振
り
返
り
を

行
っ
た
。
女
性
や
若
年
層
が
多
い
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
一
方
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も

と
に
回
覧
を
も
う
少
し
早
く
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
宮
本
組
（
二
三
区
）
へ
の

報
告
会
は
二
月
二
四
日
と
し
、
福
井
委
員
長
が
江
戸
時
代
の
史
料
に
つ
い
て
、
本
永

副
委
員
長
が
宮
本
祭
と
走
り
太
鼓
に
つ
い
て
話
す
こ
と
と
な
っ
た
。
令
和
五
年
の
古

川
祭
が
一
部
縮
小
さ
れ
る
と
判
明
し
し
た
た
め
、
祭
史
の
中
で
特
集
す
る
こ
と
と
し
、

そ
の
後
に
普
通
に
行
わ
れ
た
時
に
改
め
て
作
成
す
る
方
針
と
な
っ
た
。
事
務
局
か
ら

の
状
況
報
告
と
し
て
、
三
番
叟
台
組
の
資
料
は
な
く
一
五
区
資
料
を
借
用
す
る
こ
と

を
報
告
し
た
。 

 

第
一
〇
回
（
三
月
二
日
） 

二
月
二
四
日
に
実
施
し
た
二
三
区
報
告
会
の
振
り
返

り
を
行
っ
た
。
三
番
叟
台
組
へ
の
報
告
会
は
三
月
九
日
と
し
、
福
井
委
員
長
が
屋
台

の
順
番
に
つ
い
て
、
本
永
副
委
員
長
が
幟
旗
と
秋
葉
様
に
つ
い
て
話
す
こ
と
と
な
り
、

台
車
と
か
ら
く
り
人
形
と
屋
台
の
台
輪
に
つ
い
て
意
見
を
聞
く
こ
と
と
な
っ
た
。
令

和
五
年
の
古
川
祭
は
通
常
通
り
の
開
催
と
は
な
ら
な
い
方
向
性
だ
が
、
古
川
祭
史
に

掲
載
す
る
た
め
に
写
真
撮
影
は
依
頼
す
る
こ
と
と
し
た
。
写
真
専
門
で
お
願
い
す
る

方
の
た
め
に
、
撮
影
ポ
イ
ン
ト
一
一
項
目
を
決
定
し
、
併
せ
て
起
し
太
鼓
の
打
ち
出

し
も
撮
影
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
。
事
務
局
か
ら
の
状
況
報
告
と
し
て
、
麒
麟

台
組
文
書
の
整
理
は
三
割
が
終
了
し
、
気
多
若
宮
神
社
文
書
は
五
月
に
報
告
会
を
開

催
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。 

・
二
〇
二
三
年
度
（
～
一
一
月
） 

 

第
一
一
回
（
四
月
六
日
） 

三
月
九
日
に
実
施
し
た
三
番
叟
台
組
報
告
会
の
振
り
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返
り
で
、
一
五
世
帯
中
一
四
世
帯
に
出
席
い
た
だ
い
た
上
、
報
告
会
後
に
新
た
に
資

料
提
供
を
受
け
る
繋
が
り
が
で
き
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
令
和
五
年
の
古
川
祭
の
撮

影
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
例
年
と
の
変
更
点
を
確
認
し
た
。 

 

第
一
二
回
（
五
月
一
一
日
） 

令
和
五
年
の
古
川
祭
の
振
り
返
り
に
て
、
協
力
員
・

写
真
係
の
お
か
げ
で
、
古
川
祭
全
容
を
把
握
で
き
た
こ
と
を
確
認
し
た
。 

 

第
一
三
回
（
六
月
二
日
） 

五
月
一
八
日
に
実
施
し
た
気
多
若
宮
神
社
資
料
調
査

報
告
会
の
振
り
返
り
を
行
っ
た
。
ま
た
、
麒
麟
台
組
資
料
調
査
報
告
会
と
市
民
講
演

会
の
内
容
を
確
認
し
、
第
三
回
に
つ
い
て
は
委
員
長
と
副
委
員
長
以
外
の
委
員
の
講

演
を
打
診
し
た
。 

 

第
一
四
回
（
七
月
三
日
） 

六
月
九
日
に
実
施
し
た
麒
麟
台
組
資
料
調
査
報
告
会

の
振
り
返
り
か
ら
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら
の
資
料
調
査
が
不
足
し
て
い
る
と
指
摘
を

受
け
た
。
六
月
二
九
日
に
実
施
し
た
第
二
回
市
民
講
演
会
の
振
り
返
り
に
て
、
満
足

度
四
．
五
点
（
五
点
満
点
中
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。『（
仮
称
）
古
川
祭
史
』

の
内
容
に
つ
い
て
、
祭
り
の
変
遷
と
特
集
記
事
の
構
成
で
編
ま
れ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。 

 

第
一
五
回
（
九
月
六
日
） 

七
月
二
九
日
に
実
施
し
た
三
光
台
組
資
料
調
査
報
告

会
で
の
振
り
返
り
で
、
全
世
帯
が
出
席
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
八
月
三
〇
日
に

実
施
し
た
鳳
凰
台
組
資
料
調
査
報
告
会
で
の
振
り
返
り
で
、
高
校
三
年
生
が
積
極
的

に
意
見
す
る
頼
も
し
い
姿
勢
を
確
認
し
た
。 

 

第
一
六
回
（
一
〇
月
一
一
日
） 

『（
仮
称
）
古
川
祭
史
』
の
内
容
及
び
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
相
談
し
、
委
員
会
を
令
和
七
年
度
ま
で
、
刊
行
を
令
和
八
年
度
で

な
い
と
間
に
合
わ
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
会
議
後
に
委
員
会
で
市
長
面
談
を
行
い
、

新
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
た
（
資
料
六
）。
令
和
五
年
の
古
川
祭
の
写
真
は

合
計
七
〇
〇
〇
枚
を
リ
ス
ト
化
し
、
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
な
っ
た

こ
と
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
第
三
回
市
民
講
演
会
を
一
月
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

そ
の
前
の
一
二
月
に
協
力
員
報
告
会
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
た
。 

 

第
一
七
回
（
一
一
月
一
日
） 

古
川
祭
の
写
真
撮
影
で
不
足
分
を
把
握
す
る
作
業

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
協
力
員
へ
の
説
明
会
は
、
事
実
整
理
を
し
た
田

端
と
、
ま
と
め
た
本
永
か
ら
行
う
こ
と
、
ま
た
協
力
員
か
ら
も
一
言
ず
つ
意
見
を
頂

戴
し
た
い
こ
と
を
確
認
し
た
。 

 

第
一
八
回
（
一
一
月
二
八
日
） 

一
一
月
一
四
日
に
実
施
し
た
白
虎
台
組
資
料
調

査
報
告
会
で
の
振
り
返
り
で
、
欠
席
し
た
家
に
も
報
告
会
資
料
を
配
布
し
た
こ
と
に

よ
り
、
報
告
会
終
了
後
に
も
ご
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
令
和
五
年
の
例

祭
が
コ
ロ
ナ
禍
で
変
則
的
に
な
っ
た
た
め
平
成
元
年
と
単
純
比
較
で
き
な
く
な
っ

た
状
況
を
確
認
し
た
。
そ
の
上
で
、
令
和
六
年
度
の
歴
史
文
化
調
査
室
報
に
「
令
和

五
年
の
古
川
祭
」
を
ま
と
め
る
こ
と
、
市
民
講
演
会
で
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
三
回
市
民
講
演
会
で
は
、
委
員
会
か
ら
の
説
明
の
ほ
か
、
起
し
太
鼓
主
事
と
屋
台

主
事
に
も
発
表
を
依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
福
井
委
員
長
よ
り
、『（
仮
称
）
古
川

祭
史
』
の
構
成
案
が
提
示
さ
れ
た
。 
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資料 6 スケジュール（2023年 10月） 



 

89 

 

三
．
調
査
の
方
法 

以
上
の
よ
う
に
検
討
を
行
う
土
台
を
整
備
し
、
そ
の
後
に
調
査
方
法
も
検
討
し
つ

つ
進
め
た
。 

（
一
）
記
録
の
作
成 

 

古
川
祭
の
変
遷
を
整
理
す
る
た
め
、
各
台
組
・
気
多
若
宮
神
社
・
氏
子
所
有
等
の

関
連
文
書
を
借
用
し
、
全
点
写
真
撮
影
を
行
っ
て
一
覧
表
を
作
成
し
た
。
ま
た
文
書

類
に
は
祭
関
係
以
外
の
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
全
て
調
査
対
象
と
し
た
。
資
料
借
用

に
あ
た
り
、
台
組
総
代
及
び
協
力
員
に
対
応
い
た
だ
い
た
。 

（
二
）
台
組
報
告
会
で
の
意
見
交
流 

 

資
料
を
借
用
し
た
台
組
等
に
は
調
査
内
容
を
報
告
す
る
資
料
調
査
報
告
会
を
実

施
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
調
査
を
通
じ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
不
明
点
を
地
元
の
方
に

聞
き
取
り
を
す
る
交
流
の
時
間
を
持
っ
た
。
ま
た
、
報
告
会
後
に
新
た
に
資
料
を
提

供
す
る
台
組
や
個
人
の
方
も
い
た
。 

（
三
）
市
外
で
の
関
連
調
査 

 

古
川
祭
の
関
連
資
料
調
査
及
び
記
録
作
成
の
た
め
、
市
外
で
も
調
査
を
行
っ
た
。

具
体
的
に
は
、「
高
山
山
王
祭
礼
行
列
絵
巻
」
等
の
飛
騨
高
山
ま
ち
の
博
物
館
所
蔵

資
料
の
撮
影
、
田
中
鉄
工
所
で
の
屋
台
車
輪
輪
締
め
の
見
学
、
井
波
彫
刻
協
同
組
合

で
の
聞
き
取
り
な
ど
で
あ
る
。 

（
四
）
令
和
五
年
の
古
川
祭
の
写
真
撮
影 

 

同
時
並
行
で
実
施
さ
れ
る
祭
礼
を
満
遍
な
く
撮
影
す
る
た
め
、
協
力
員
及
び
撮
影

班
に
よ
る
写
真
撮
影
を
実
施
し
た
。『
平
成
元
年
の
古
川
祭
』（
古
川
町
教
育
委
員
会

一
九
九
一
）
の
内
容
と
比
較
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
同
書
か
ら
読
み
取
れ
る
祭
礼
の

流
れ
を
事
前
に
網
羅
し
て
、
撮
影
場
面
を
指
定
し
た
。
結
果
、
七
〇
〇
〇
枚
あ
ま
り

の
写
真
が
集
ま
り
、
祭
礼
の
全
体
像
を
お
お
む
ね
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、

構
成
世
帯
が
少
な
い
台
組
に
お
い
て
は
、
事
務
局
で
撮
影
班
を
構
成
し
て
対
応
し
た
。 

（
五
）
撮
影
機
材 

 

資
料
や
祭
礼
の
記
録
は
同
時
並
行
で
行
わ
れ
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は
複
数

台
が
必
要
と
な
る
。
十
分
な
機
材
が
準
備
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
委
員
会
や
協
力
員

等
に
対
し
て
は
個
人
所
有
の
カ
メ
ラ
機
材
を
使
用
い
た
だ
い
た
。
そ
の
た
め
画
素
数

等
の
統
一
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
デ
ー
タ
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
を
準
備
し
、
提
出
い
た
だ
く
こ

と
と
し
た
。
な
お
、
祭
礼
の
撮
影
協
力
に
対
し
て
、
各
台
組
等
に
謝
礼
を
準
備
し
て

対
応
し
た
。 

 

四
．
検
討
事
項
の
経
過 

台
組
資
料
等
を
も
と
に
毎
会
議
後
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
各
台
組
報
告

会
で
も
、
氏
子
の
方
々
と
意
見
交
流
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
テ
ー
マ
の
内
容

を
概
述
す
る
（
敬
称
略
）。 

（
一
）
二
〇
二
一
年
度 

・
一
一
月
一
五
日 

福
井
「
元
禄
八
年
の
杉
本
明
神
祭
礼
の
資
料
に
つ
い
て
」、「
弘

化
三
年
の
屋
台
儀
式
資
料
に
つ
い
て
」 

・
一
二
月
二
〇
日 

中
齋
「
金
亀
台
組
所
蔵
文
書
」、
本
永
「
八
月
五
日
向
町
御
神

事
に
つ
い
て
」「
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
と
推
定
さ
れ
る
「
定
式
」」 

・
一
月
二
四
日 

古
川
祭
史
作
成
に
か
か
る
説
明
会
を
開
催
。
区
長
に
は
区
民
へ
の

周
知
協
力
を
依
頼
し
た
。
台
組
総
代
に
は
祭
資
料
の
有
無
や
撮
影
、
連
絡
調
整
に
ご

協
力
い
た
だ
く
協
力
員
を
台
組
と
委
員
会
と
で
決
定
し
た
い
旨
を
依
頼
し
た
。 

・
二
月
一
八
日 

中
齋
「
起
し
太
鼓
主
事
太
鼓
の
借
用
に
つ
い
て-

金
亀
台
組
の
場

合-
」、
本
永
「
大
旗
（
幟
）・
額
提
灯
・
大
提
灯
に
つ
い
て
」 

・
三
月
二
二
日 

本
永
「
災
害
と
古
川
祭
」「
金
亀
台
お
よ
び
三
光
台
の
人
形
に
つ

い
て
」 

（
二
）
二
〇
二
二
年
度 
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・
五
月
一
一
日 

本
永
「
令
和
四
年
の
古
川
祭
に
つ
い
て
」 

・
六
月
二
八
日 

福
井
「
祭
と
は
」、
直
井
「
闘
鶏
楽
設
立
の
経
緯
」、
森
下
「
三
光

台
組
」 

・
八
月
三
日 
福
井
「
近
江
の
僧
林
篁
が
見
た
古
川
の
里
と
祭
」「
幕
末
・
明
治
の

古
川
祭
屋
台
」、
茂
住
「
清
曜
台
の
古
写
真
」「
気
多
若
宮
神
社
本
殿
下
の
古
墳
に
つ

い
て
」 

・
九
月
六
日 

福
井
「
江
戸
時
代
の
神
事
屋
台
儀
式
」、
本
永
「
屋
台
曳
き
に
つ
い

て
」「
神
楽
台
組
の
「
曳
組
」
に
つ
い
て
」「
鳳
凰
台
の
車
輪
（
明
治
二
四
年
廃
台
）」

「
古
川
祭
屋
台
の
車
輪
に
つ
い
て
」、
田
端
「
神
社
費
の
徴
収
に
つ
い
て
」 

・
一
〇
月
三
日 

福
井
「
屋
台
の
再
建
」「
起
し
太
鼓
の
は
じ
ま
り
」、
本
永
「
金
亀

台
組
の
戸
数
と
祭
当
番
人
数
」「
神
輿
行
列
」「
車
輪
外
周
の
金
輪
に
つ
い
て
」 

・
一
〇
月
一
三
日 

金
亀
台
組
資
料
調
査
報
告
会 
一
〇
名
参
加
。 

・
一
一
月
四
日 

福
井
「
氏
子
と
そ
の
く
ら
し
」「
付
け
太
鼓
の
源
流
」「
付
太
鼓
禁

止
か
ら
容
認
へ
」、
本
永
「
龍
笛
台
の
新
築
と
修
繕
」「
弐
之
町
中
組
（
金
亀
台
組
）

の
変
遷
」「
白
虎
台
組
の
子
供
歌
舞
伎
」 

・
一
一
月
一
七
日 

龍
笛
台
組
資
料
調
査
報
告
会 

二
〇
名
参
加
。 

・
一
二
月
一
日 

福
井
「
氏
子
と
そ
の
く
ら
し
２
」「
奉
行
の
祭
礼
取
締
り
」、
本
永

「
明
治
一
九
年
龍
笛
台
新
築
（
熊
崎
家
文
書
よ
り
）」「
金
亀
台
組
の
彫
刻
」「
青
龍

台
組
の
木
偶
」 

・
一
月
一
一
日 

福
井
「
増
島
城
と
杉
本
社
」、
本
永
「
御
祭
礼
中
町
廻
り
時
刻
」

「
祭
礼
規
則
書
」 

・
二
月
一
日 

古
川
祭
史
市
民
講
演
会 

福
井
「
江
戸
時
代
の
杉
本
大
明
神
祭
礼
」、

本
永
「
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
の
祭
礼
の
よ
う
す
」、
八
〇
名
参
加
。 

・
二
月
一
〇
日 

福
井
「
増
島
城
下
の
杉
本
社
」「
古
い
祭
礼
記
録
」「
祭
の
ご
っ
つ

ぉ
」「
上
北
村
の
祭
礼
記
録
」、
本
永
「
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
の
祭
礼
の
よ
う
す
」

「
屋
台
先
芝
居
・
人
形
踊
り
」「
田
中
鉄
工
所
に
お
け
る
「
輪
締
め
」
見
学
の
報
告
」 

・
二
月
二
四
日 

二
三
区
資
料
調
査
報
告
会 

一
九
名
参
加
。 

・
三
月
二
日 

福
井
「
屋
台
の
売
買
」「
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
、
鬮
取
の
は

じ
ま
り
」、
本
永
「
上
北
組
釜
ノ
上
は
ど
こ
か
？
御
神
輿
行
列
の
通
り
道
」 

（
三
）
二
〇
二
三
年
度 

・
四
月
六
日 

福
井
「
現
存
す
る
古
い
屋
台
と
人
形
」、
本
永
「
三
番
叟
台
組
調
査

報
告
会
で
話
題
に
な
っ
た
こ
と
」「
三
番
叟
台
組
の
追
加
資
料
」「
祭
を
支
え
る
提
灯
」、

田
端
「
令
和
五
年
度
気
多
若
宮
神
社
祈
念
祭
・
抽
籤
祭
」「
清
曜
台
組
調
印
式
案
内

状
配
布
の
取
材
」 

・
五
月
一
一
日 

福
井
「
杉
本
社
か
ら
気
多
若
宮
神
社
に
」「
社
殿
の
整
備
」「
明
治

の
県
社
昇
格
運
動
」、
中
齋
「
麒
麟
台
組
所
蔵
文
書
」、
田
端
「
気
多
若
宮
神
社
所
蔵

文
書
」 

・
五
月
一
八
日 

気
多
若
宮
神
社
資
料
調
査
報
告
会 

二
〇
名
参
加
。 

・
六
月
二
日 

福
井
「
高
山
か
ら
来
た
屋
台
」、
本
永
「
屋
台
の
設
計
図
」「
祭
の
履

物
（
白
緒
草
履
・
下
駄
・
足
袋
）
と
令
和
五
年
の
古
川
祭
に
お
け
る
履
物
」 

・
六
月
九
日 

麒
麟
台
組
資
料
調
査
報
告
会 

三
〇
名
参
加
。 

・
六
月
二
九
日 

第
二
回
市
民
講
演
会 

福
井
「
杉
本
社
か
ら
気
多
若
宮
神
社
に
」、

本
永
「
神
様
を
迎
え
る-

神
輿
の
巡
幸
と
当
番
会
所
・
塩
の
道-

」、
七
〇
名
参
加
。 

・
七
月
二
九
日 

三
光
台
組
資
料
調
査
報
告
会 

一
五
名
参
加
。 

・
八
月
三
〇
日 

鳳
凰
台
組
資
料
調
査
報
告
会 

一
三
名
参
加
。 

・
九
月
六
日 

福
井
「
一
七
三
四
（
享
保
一
九
）
年
、
杉
本
宮
祭
礼
場
で
の
刃
傷
沙

汰
」、
茂
住
「
古
川
祭
屋
台
の
創
建
に
つ
い
て
」、
田
端
「
気
多
若
宮
神
社
所
蔵
絵
馬
・

額
に
つ
い
て
」 

・
一
〇
月
一
一
日 

福
井
「
大
祭
の
は
じ
ま
り
」、
本
永
「
太
鼓
取
り
と
付
け
太
鼓
」

「
古
写
真
か
ら
読
み
取
れ
る
起
し
太
鼓
の
変
遷
」「
起
し
太
鼓
の
神
紋
」「
旧
麒
麟
台
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「
龍
の
刺
繡
幕
」
に
つ
い
て
」、
駒
「
増
島
の
郷 

古
川
祭
起
し
太
鼓
集
録
」、
直
井

「
古
川
祭
史 

闘
鶏
楽
に
関
す
る
掲
載
項
目
」、
中
齋
「
気
多
若
宮
神
社
例
祭
細
則
」、

田
端
「
白
虎
台
組
所
蔵
文
書
」 

・
一
一
月
一
日 

福
井
「
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
の
屋
台
沿
革
調
査
」「
白
虎
台

の
記
録
」、
本
永
「
白
虎
台
の
製
作
年
代
に
つ
い
て
」「
古
川
祭
屋
台
の
井
波
彫
刻
」

「
龍
笛
台
の
下
段
彫
刻
に
つ
い
て
」、
中
齋
「
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
九
月
一

〇
日
「
御
届
所
」（
神
楽
台
組
所
蔵
）」「
例
祭
規
則
、
例
祭
細
則
よ
り
み
る
起
し
太

鼓
」 

・
一
一
月
一
四
日 

白
虎
台
組
資
料
調
査
報
告
会 

二
〇
名
参
加
。 

・
一
一
月
二
八
日 

本
永
「
白
虎
台
組
の
台
紋
（
根
笹
と
笹
竜
胆
）」「
白
虎
台
組
屋

台
の
天
井
絵
」「
白
虎
台
組
猩
々
緋
幕
の
オ
ラ
ン
ダ
文
字
」 

・
一
二
月
七
日 

令
和
五
年
古
川
祭
写
真
撮
影
等
調
査
報
告
会 

二
一
名
参
加
。 

 

お
わ
り
に 

 

本
稿
で
は
、
二
〇
二
一
年
度
以
降
の
委
員
会
が
立
ち
上
が
っ
て
か
ら
二
〇
二
三
年

一
二
月
現
在
ま
で
の
事
業
と
調
査
の
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
た
。
そ
の
特
徴
は
、
委
員

会
と
事
務
局
の
立
ち
位
置
と
体
制
か
ら
議
論
し
、
確
認
し
つ
つ
事
業
を
進
め
は
じ
め

た
こ
と
と
言
え
る
。 

そ
の
上
で
、
協
力
員
を
通
じ
て
資
料
を
借
用
し
、
借
用
資
料
は
一
点
ず
つ
写
真
を

撮
影
し
、
二
〇
二
三
年
四
月
の
例
祭
で
は
各
台
組
で
撮
影
が
満
遍
な
く
行
わ
れ
た
。

し
か
し
、
今
回
は
こ
の
よ
う
な
調
査
手
法
に
つ
い
て
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
ま
た
、
二
〇
一
七
～
二
〇
年
度
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
別
稿
に
て
詳
述
し
た
い
。 

  

                      


